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的場 正美     Matoba Masami  

名古屋大学名誉教授・東海
学園大学名誉教授(教育方
法）国際授業研究学会（WALS）
の創設メンバー。       
研究テーマとして、教育現象
の解釈過程の明示化、日本型
授業研究の独自性、授業研究
のエビデンス創出と解釈共同
体の形成などを進めてみえま
す。2019年度より社会科
の初志をつらぬく会会長。 

 
  

授業の様子は、ビデオと授業記録で紹介しま
す。新城小学校の授業には、次の特徴があり
ます。・子ども達が進行する授業 ・子どもの話
し合いを予想した複線型学習指導案 ・教師
達のチームが協働して創る３段階の複線型学
習指導案。 教師の「出」から授業を展開する
教師の見方・考え方を可視化します。 
その授業分析の手法として、名古屋大学の

授業分析と中間項を利用します。 
 

本セミナーの話題提要 
①日本の授業研究の特徴〜これまでの歴史と
世界の流れを通して〜 

② ビデオの視聴 （授業の逐語記録も準備し
ます） 

③ 複線型学習指導案を支える考え方 
④授業展開を支える教師の見方・考え方を可
視化：授業分析と中間項の手法を用いて 
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